
症
拡
大
防
止
に
関
す
る
内
容
を
緩

和
す
る
方
針
を
出
し
ま
し
た
。
今

後
は
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
を
念
頭
に
市

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
穏
や
か
で
安

全
安
心
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
市
政

を
進
め
ま
す
。

市
民
目
線
に
立
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進

　
新
年
度
よ
り
市
の
組
織
を
大
き

く
変
え
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
推
進
の
２
年

目
は
、
よ
り
一
層
市
民
目
線
に
立

っ
た
分
か
り
や
す
い
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
な
、
満
足
度
を
上
げ
て
い
た

だ
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
い
ま
す
。
縦
割
り
を
排
し
た
庁

内
横
断
的
な
取
組
み
を
進
め
、
業

務
効
率
化
、
改
革
の
推
進
を
通
じ

て
人
員
や
財
源
な
ど
経
営
資
源
の

捻
出
と
適
正
配
分
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

　

ま
た
、
私
が
力
を
注
い
で
い
る

子
育
て
支
援
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と

し
て
、
子
ど
も
に
関
す
る
組
織
を

一
部
融
合
し
、
複
数
窓
口
に
行
く

こ
と
な
く一連
の
手
続
き
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
も
４
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま

で
を
対
象
に
加
え
、
拡
大
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
内
容
を
引
き
続
き

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
を
念
頭
に

安
心
安
全
な
ま
ち
を
目
指
す

　
３
年
前
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
過
去
の
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
と
同
様
に
短
期
間
で
終
わ
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
現
実
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
。
私
た
ち
に
と
っ

て
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
が
続
き

ま
し
た
。
度
重
な
る
緊
急
事
態
宣

言
等
に
よ
る
行
動
制
限
。
市
民
生

活
、
企
業
活
動
の
多
く
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
状
況
で
し

た
が
、
国
、
県
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
耐
え
に
耐
え
、
医
療
従
事
者
、

福
祉
施
設
の
職
員
の
他
、
エッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
が
最
大

限
の
力
を
発
揮
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
、
市
職
員
も一丸
と
な
っ
て
対
応

し
て
い
た
だ
き
、
今
を
迎
え
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
い
ま
だ
終
息
し
て

い
ま
せ
ん
が
第
８
波
も
収
ま
り
を

見
せ
つ
つ
、
症
状
も
多
く
の
方
が

軽
微
と
な
り
、
市
内
で
も
３
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
る
行
事
等
も
徐
々
に

増
え
、
心
弾
む
日
々
が
感
じ
ら
れ
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
国
も
感
染

充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

先
日
、
市
民
の
方
か
ら
市
政
に

対
す
る
ご
意
見
が
届
き
ま
し
た
。
一

つ
目
は「
同
じ
県
で
も
明
石
と
豊
岡

で
は
子
育
て
支
援
に
雲
泥
の
差
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
宝
、
未
来

そ
の
も
の
で
す
。
ど
う
か
子
ど
も

を
産
み
育
て
た
く
な
る
よ
う
な
市

に
し
て
ほ
し
い
で
す
」と
い
う
も
の

で
す
。
二
つ
目
は「
先
日
、
第一子

を
出
産
し
ま
し
た
。
市
長
が
代
わ

って
子
育
て
支
援
に
期
待
し
て
い
ま

し
た
。
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
、

子
育
て
し
や
す
い
豊
岡
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ほ
し
い
で
す
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

子
育
て
世
代
、
子
ど
も
を
産
も
う

と
し
て
い
る
方
、
も
う一人
と
思
う

方
、
結
婚
を
考
え
て
い
る
方
な
ど

多
く
の
方
に
共
通
す
る
言
葉
だ
と

受
け
止
め
ま
し
た
。
持
続
す
る
豊

岡
を
創
って
い
く
た
め
に
は
、
少
子

化
対
策
や
子
育
て
支
援
を
常
に
意

識
し
な
が
ら
、
市
の
施
策
立
案
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
現

在
の
基
本
構
想
や
地
方
創
生
総
合

戦
略
を
進
め
つ
つ
も
、
で
き
う
る
限

り
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
「
主
人
公
は
市
民
」。
こ
の
言
葉

を
常
に
心
の
真
ん
中
に
置
き
今
後

と
も
市
政
、
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
２
月
24
日
、
令
和
５
年
度
第
２
回
豊
岡
市
議
会
定
例
会
で
、
関
貫
市

長
が
２
０
２
３（
令
和
５
）年
度
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
市
政
運
営
に

あ
た
る
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
政
方
針
を
含
む
市
長
総
括
説
明
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３月議会定例会開会日に来年度の市政方針を説明する関貫市長

※市の各部署の「問合せ」「申込み先」は、4月1日以降の新しい課名を記載しています。

2023
令和 5 年度

市 

政 

方 

針
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一般会計予算は 471億 7,000万円、2.9％の増

その他（2.4%） 11億2,214万円
使用料及び手数料（1.6%）  7億7,547万円

寄附金（2.4%） 11億3,600万円
諸収入（3.2%） 14億8,397万円
地方消費税交付金

（4.0%）18億9,000万円

繰入金（5.4%）
25億6,484万円

(6.9%)県支出金(6.9%)
32億3,748万円

（7.2%）市債（7.2%）
34億1,440万円

（10.4%）国庫支出金（10.4%）
49億466万円

（20.6%）市税（20.6%）
97億1,104万円

（35.9%）地方交付税（35.9%）
169億3,000万円歳 入

471億
7,000万円

その他（0.8%）
3億8,120万円

商工費（2.4%） 11億1,942万円
消防費（3.4%） 15億9,157万円

農林水産業費（3.8%）
17億7,495万円

衛生費（10.1%）
47億6,708万円

土木費（10.9%）
51億3,810万円

教育費（11.5%）
54億1,727万円

公債費（12.9%）
60億9,350万円

総務費（14.4%）
68億259万円

民生費（29.8%）
140億8,432万円

歳 出
471億
7,000万円
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※本紙に掲載している情報は編集時点（３月15日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。

特
集

2〜11

まちの現
い ま

在と未来のために～主人公は市民～

2023年度　予算案
2023 年度予算は、人々の日々の暮らしを支えることを市政の基本としながら「まちの現

い ま
在と未来

のために～主人公は市民～」を打ち出し、予算編成しました。教育や福祉、土木など市の基本的な
行政運営経費を経理する一般会計は総額 471億７千万円、前年度当初予算と比較して 2.9％の増と
しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》財政課☎21-9014

　過去10年間では、14年度から16年
度まで北但ごみ処理施設整備等によ
り予算額が増加しました。21年度も
子育て支援総合拠点等整備事業等に
より予算額が増加。22年度は減少に
なりましたが、23年度は新文化会館
整備等により増加しました。

経済回復の見込みにより市税1億2千万円の増
　新型コロナウイルス感染症の影響により落
ち込んでいた経済の回復傾向が見込まれるこ
とから、市税は１億2,066万円（1.3％）の増と
しました。また、地方交付税は３億円（1.8％）
の増としました。
　なお、市政推進のため必要不可欠な事業予
算を計上しましたが、歳出に見合う財源が不
足したため、財政調整基金から14億円を取り
崩し、収支均衡を図っています。

歳入の内訳 歳出の内訳

一般会計当初予算の推移（過去 10年間） 

新文化会館整備等に伴い教育費が13億円の増
　民生費は、障害者（児）自立支援給付事業費
等の増加により６億2,569万円（4.6％）の増、
教育費は、新文化会館整備事業費等の増加に
より13億5,487万円（33.4％）の増としました。
　一方、農林水産業費は、農業振興事業費等
の減額により１億1,642万円（6.2％）の減、土
木費は、内水処理事業費等の減額により３億
4,521万円（6.3％）の減としました。

3　 広報とよおか 2023年４月号


